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因子名・感情特性の項目 因子1 因子2 因子3 共通性
ネガティブ感情 (α=0.91)
・罪悪 -0.83 -0.33 0.07 0.80 
・恥 -0.75 -0.32 0.12 0.67 
・はにかみ -0.70 -0.08 -0.02 0.50 
・恐怖 -0.67 -0.45 0.06 0.65 
・自分への反感 -0.66 -0.41 0.07 0.60 
敵意感情 (α=0.81)
・嫌悪 -0.38 -0.65 -0.07 0.57 
・軽蔑 -0.10 -0.65 -0.05 0.43 
・悲しみ -0.40 -0.64 0.16 0.60 
・怒り -0.34 -0.62 0.08 0.50 
ポジティブ感情 (α=0.82)
・喜び 0.19 0.10 -0.83 0.74 
・驚き 0.01 -0.12 -0.78 0.62 
・興味 -0.04 0.08 -0.71 0.52 
寄与率(%) 25.63 18.77 15.70 　
因子間相関 因子1 因子2 因子3
因子1 0.65 -0.13 






 因子名・怒りへの評価の項目 因子1 因子2 因子3 共通性
嫌悪感 (α=0.89)
・怒りを感じるのは厄介なことだと思う 0.76 -0.12 0.01 0.59 
・怒りを感じることに対して，きついと感じる 0.75 -0.11 -0.04 0.57 
・怒りを感じることに対して，いやだと思う 0.70 -0.22 0.02 0.55 
・怒りを感じるのは面倒なことだと思う 0.68 -0.05 -0.17 0.50 
・怒りを感じることに対して，疲れると感じる 0.66 0.07 0.00 0.44 
・怒りを感じることに対して，みっともないと思うことがある 0.64 0.05 -0.13 0.43 
・怒りを感じることに罪悪感を感じる 0.63 0.15 -0.26 0.49 
・怒りを感じるのが嫌いだ 0.62 -0.14 -0.19 0.44 
・怒りを感じることに対して，恥ずかしいと思うことがある 0.61 0.06 -0.27 0.45 
・怒りを感じることに申し訳ないと感じることがある 0.57 0.13 -0.17 0.37 
必要性 (α=0.86)
・怒りを感じるのは，いいことだ -0.05 0.81 0.27 0.73 
・怒りを感じるのは，あったほうがいいと思う 0.02 0.76 0.22 0.62 
・怒りを感じることは必要だ 0.07 0.69 0.31 0.58 
・怒りを感じるのは，なくてはならないことだ 0.21 0.67 0.21 0.54 
・怒りを感じるのはプラスになる -0.17 0.60 -0.07 0.39 
・怒りを感じるのは役に立つ -0.18 0.58 -0.08 0.38 
・怒りを感じるのは，あってもいいと思う 0.13 0.50 0.37 0.40 
不純感 (α=0.83)
・怒りを感じるのは，心の弱さであると思う 0.33 -0.20 -0.67 0.60 
・怒りを感じるのは，悪いことだと思う 0.21 -0.28 -0.67 0.57 
・怒りを感じるのは，立派でないと思う 0.31 -0.22 -0.65 0.56 
寄与率(%) 24.07 17.06 9.90 　
因子間相関 因子1 因子2 因子3
因子1 -0.06 0.42 






因子名・悲しみへの評価の項目 因子1 因子2 因子3 共通性
他者懸念 (α=0.89)
・悲しみを感じることに対して，みっともないと思うことがある -0.81 0.11 0.16 0.69 
・悲しみを感じるのは情けないと思うことがある -0.79 0.17 0.22 0.70 
・悲しみを感じることに対して，恥ずかしいと思うことがある -0.74 0.07 0.25 0.62 
・悲しみを感じることに罪悪感を感じる -0.72 0.12 0.21 0.58 
・悲しみを感じるのは，心の弱さであると思う -0.63 0.18 0.20 0.47 
・悲しみを感じることに申し訳ないと感じることがある -0.63 0.05 0.29 0.48 
・悲しみを感じるのは，悪いことだと思う -0.52 0.32 0.18 0.41 
・悲しみを感じるのは，立派でないと思う -0.41 0.34 0.20 0.32 
必要性 (α=0.90)
・悲しみを感じるのはプラスになる -0.04 -0.80 -0.04 0.64 
・悲しみを感じるのは，あったほうがいいと思う 0.14 -0.78 0.08 0.63 
・悲しみを感じるのは役に立つ 0.10 -0.74 -0.04 0.56 
・悲しみを感じるのは，あってもいいと思う 0.16 -0.73 0.15 0.58 
・悲しみを感じるのは，いいことだ 0.07 -0.73 -0.18 0.56 
・悲しみを感じるのは，なくてはならないことだ 0.32 -0.70 0.24 0.66 
・悲しみを感じることは必要だ 0.33 -0.68 0.29 0.66 
負担感 (α=0.86)
・悲しみを感じるのが嫌いだ -0.22 0.06 0.74 0.61 
・悲しみを感じることに対して，きついと感じる -0.23 -0.05 0.71 0.56 
・悲しみを感じるのは面倒なことだと思う -0.18 -0.11 0.68 0.50 
・悲しみを感じるのは厄介なことだと思う -0.36 0.04 0.66 0.57 
・悲しみを感じることに対して，疲れると感じる -0.35 -0.20 0.66 0.59 
寄与率(%) 21.20 20.98 14.88 　
因子間相関 因子1 因子2 因子3
因子1 -0.34 0.50 




















感情」因子についてクラスター A は33.10，クラスター B は51.14，「敵意感情」はクラスター A
で28.00，クラスター B で36.97と，共にクラスター B の得点の方が高かった。また「ポジティ
ブ感情」因子についてはクラスター A で28.94，クラスター B で28.09と，大きな差はみられな
かった。そこで分散分析を行ったところ，「ネガティブ感情」（F=198.18，p<.001）と「敵意感情」
（F=54.78，p<.001）で有意差があった。「ポジティブ感情」では有意差は見られなかった（F=0.53，
n.s）。これらのことからクラスター A の群はクラスター B の群に比べ，ネガティブ感情と敵意感
情が弱い，つまり物事をあまりネガティブに考えない群であると考えられる。そこでクラスター








平均 33.10 51.14 
198.18**
標準偏差 6.09 7.26 
敵意感情
平均 28.00 36.97 
54.78**
標準偏差 6.85 6.01 
ポジティブ感情
平均 28.94 28.09 
0.53
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